
















































































































































































 

表 4.6.3多元比較法に基づく解析結果 (引張降伏強さ) 
a)パーレットの検定  
掴み具形状 n数 分散(n-1)   分布 χ2分布 
平板 10 0.191   統計量 1.182529 
R付 10 0.406   自由度 1 

     5%点 3.841459 
     1%点 6.634897 
     確率 0.276842 

     
検定マ
ーク 

[   ] 

b)分散分析法 
変動因子 自由度 標準平方和 不偏分散 分散比 P 値 判 定 
全体(T) 19 5.4375     
因子(A) 1 0.0605 0.060500 0.202529 0.65806 [   ] 
誤差(E) 18 5.377 0.298722    

 
c)検定結果  

)01.0(α  0.001 )),01.0(( knt −α  2.87844 
)05.0(α  0.005 )),05.0(( knt −α  2.10092 

 

掴み具形状 in  jn  iX  jX  ji XX −  eji Vnn ×+ )11(  T P 値 判定 

平板 R付 10 10 50.07 50.18 0.11 0.244427 0.450033 0.65806 [   ] 
 
4.6.3結 論  表 4.6.3より解析の結果掴み具の形状の違いによる差は認められない。 
 

図 4.6.1掴み具 (R付) 

 
 



 

5.写 真  

写真 5.1試験片(供試管から切り取った状態) 

 

 

写真 5.2試験片(プレスした状態) 

  



                     

写真 5.3試験片(機械加工 ) 

 

 

写真 5.4試験片(打抜加工 ) 

 

  



 

写真 5.5試験片打抜加工機 

  

 

写真 5.6引張試験機 

 




